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  （百万円未満切捨て）
１．2020年３月期の連結業績（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期 78,895 3.1 4,623 65.8 4,386 54.7 2,871 15.6 

2019年３月期 76,555 3.0 2,788 △53.8 2,834 △53.7 2,484 △65.1 
 
（注）包括利益 2020年３月期 2,096 百万円 （△25.0％）   2019年３月期 2,795 百万円 （△68.3％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

営業収益 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

2020年３月期 1.88 1.05 3.9 0.3 5.9 

2019年３月期 1.63 0.79 2.9 0.2 3.6 
 
（参考）持分法投資損益 2020年３月期 － 百万円   2019年３月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2020年３月期 1,515,396 65,568 4.3 11.53 

2019年３月期 1,444,293 80,541 5.6 10.20 
 
（参考）自己資本 2020年３月期 65,568 百万円   2019年３月期 80,541 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

2020年３月期 △24,049 △3,067 △37,044 199,942 

2019年３月期 △9,775 △10,027 153,944 264,105 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
2019年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 0 － － 
2020年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 0 － － 
2021年３月期（予想) － － － － －   －   
（注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式
（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 
（注）当社は定款において、第２四半期末および期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では当該基準日におけ
る配当予想額は未定であります。（「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」欄参照） 
 
３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日） 

2021年３月期の通期業績予想につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大が業績に与える影響の不確実性が高く

現段階においては一定の仮定を置かない限り合理的に算定することが困難であることから未定としております。 

今後、業績予想が可能となった時点で速やかに開示いたします。 



※  注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  － 社  （社名）－、除外  － 社  （社名）－ 

 
 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                ： 無    
 

④  修正再表示                          ： 無    

 
 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期 1,524,211,152 株 2019年３月期 1,524,211,152 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期 5,877 株 2019年３月期 5,536 株 

③  期中平均株式数 2020年３月期 1,524,205,385 株 2019年３月期 1,524,205,775 株 

 
 
 
※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定および業績予想の利用にあたっての注

意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況 (4)今後の見通し」をご覧ください。 

２．当社は1996年３月期より普通株式に係る配当を実施しておりません。現時点では配当を行うかどうかについては

未定であります。 
 



４．種類株式の配当の状況 

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳および配当金総額は以下のとおりです。 

  年間配当金 配当金総額 

 （基準日）   第２四半期末 期末 合計 （合計） 

  円 銭 円 銭  円 銭  百万円 

第一回Ｂ種優先株式        

2019年３月期 0.00 0.00 0.00 ─ 

2020年３月期 0.00 0.00 0.00 ─ 

2021年３月期（予想） 未定 未定 未定  

Ｄ種優先株式        

2019年３月期 0.00 0.00 0.00 ─ 

2020年３月期        

2021年３月期（予想）        

Ｈ種優先株式        

2019年３月期 0.00 0.00 0.00 ─ 

2020年３月期 0.00 0.00 0.00 ─ 

2021年３月期（予想） 未定 未定 未定  
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１．経営成績等の概況

（1） 当期の経営成績の概況

当連結会計年度の日本経済につきましては、堅調な企業収益や設備投資の増加、個人消費の持ち直しにより、

緩やかな回復を続けてまいりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う社会・経済活動の自粛、内外需要

の縮小の影響により、年度末にかけて景気悪化の懸念が急速に高まりました。

当業界におきましては、ＥＣマーケットの持続的拡大や、キャッシュレス・ポイント還元事業に後押しされた

キャッシュレス決済の裾野拡大により、カードビジネスの安定した成長が続きました。一方で、積極的なプロモ

ーションを展開するコード等決済サービスの急速な台頭と多様化により、業態の垣根を越えた競争が激化しまし

た。 

このような中、新生銀行グループは2019年度を初年度とする中期経営戦略において、「価値共創による成長追

求と経営資源の最適活用による提供価値の最大化」を基本方針に掲げ、それに沿って当社グループは、①既存ビ

ジネスの改善・改良による収益拡大と環境変化への対応、②構造改革推進による徹底した省力化と人材の活用、

③働きがいのある職場づくり、を戦略の骨子として更なる成長を目指すスタートを切りました。

中期経営戦略に掲げる価値共創型ビジネスの取り組みとして、2019年９月に株式会社新生銀行がＡＰＡＭＡＮ

株式会社より株式会社全国賃貸保証の全株式取得に向けた株式売買契約を締結いたしました。日本一の賃貸あっ

せん店舗数と日本最大級の賃貸管理戸数を有し、入居者・不動産所有者などの巨大なプラットフォームを持つＡ

ＰＡＭＡＮグループとの営業協力体制の一層強化を図り、当社グループにおける家賃保証業務の収益拡大に取り

組んでまいりました。また、ネオバンク・プラットフォーム「ＢＡＮＫＩＴ®」によるスマートフォンアプリ、

ＡＰＩ連携を通じたシステム提供を2020年３月より開始いたしました。「ＢＡＮＫＩＴ®」は、資金移動業およ

び前払式支払手段発行業の登録がある株式会社アプラスが事業主体となり、新生銀行グループが有する決済、為

替および与信機能などの金融サービスをカフェテリア形式でパートナー企業に提供するサービスとなります。

「ＢＡＮＫＩＴ®」のサービス提供を通じて、新生銀行グループが保有する金融ライセンスや金融・決済システ

ムを活用し、顧客基盤を有するパートナー企業やＦｉｎｔｅｃｈ企業と協業しながら、次世代に必要となる金

融・決済サービスを開発し、新たな金融体験を提供してまいります。 

キャッシュレス決済の分野におきましては、海外インバウンド向けコード等決済サービスの「Ａｌｉｐａ

ｙ」、「ＷｅＣｈａｔ Ｐａｙ」に加えて、東アジア地域からの訪日観光客による利用が見込まれる「ｋａｋａ

ｏＰａｙ」「ＡｌｉｐａｙＨＫ」「ＪＫＯＰＡＹ」を新たに導入いたしました。国内決済サービスの「ａｕＰＡ

Ｙ」「ｄ払い」「ＬＩＮＥ Ｐａｙ」「メルペイ」「ＰａｙＰａｙ」と合わせまして、アクワイアリング業務に

よる国内の利用店舗網の拡大とお客さまの利便性の一層の向上に取り組んでまいりました。また、地方金融機関

と加盟店紹介業務の提携を進め、観光資源の豊かな地域におけるキャッシュレス決済の一段の普及を図るととも

に、お客さまの幅広い決済ニーズへの対応に取り組んでまいりました。 

資本政策につきましては、2019年５月15日付の「自己株式（優先株式）の取得および消却に関するお知らせ」

にて公表しましたとおり、当社が発行するＤ種優先株式について、定款に定められた価格により、2019年５月30

日付で金銭を対価として株式会社新生銀行から取得（強制償還）し、同日付で消却いたしました。これは、当社

グループの業績の安定や自己資本の十分な積み上がりなどを踏まえて実施したもので、今後についても、これら

の状況を慎重に見極めたうえで、残存する優先株式の処理を柔軟に進めていく方針としております。

 

当連結会計年度における業績につきましては、営業収益は78,895百万円（前連結会計年度比3.1%増）となりま

した。営業費用は74,271百万円（同0.7%増）となりました。この結果、営業利益は4,623百万円（同65.8%増）、

経常利益は4,386百万円（同54.7%増）、親会社株主に帰属する当期純利益は2,871百万円（同15.6%増）となりま

した。 

なお、期末配当につきましては、内部留保による財務基盤の強化を図るとともに、優先株式の処理に備えた自

己資本の充実を図るため、誠に遺憾ではございますが、すべての種類の株式について無配とさせていただきた

く、株主の皆様に深くお詫び申し上げますとともに、何卒、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

 

① ショッピングクレジット 

当セグメントにつきましては、同じ新生銀行グループの昭和リース株式会社との協業によるベンダーリースや

個人向けオートリースの営業活動を強化いたしました。また、パソコン、スマートフォン、タブレット端末から

ＷＥＢ経由で申込が完結するｅオーダーの拡大により一般商品の取扱を伸ばしてまいりました。 

当セグメントにおける営業収益は30,229百万円（前連結会計年度は28,271百万円）、セグメント利益は2,989

百万円（同3,366百万円）となりました。 
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② カード 

当セグメントにつきましては、ＴＳＵＴＡＹＡフランチャイズ店との連携強化や、その他提携先との新たな提

携カードの発行などに取り組んでまいりました。2019年12月には当社が発行するクレジット機能付きＴカードの

中で最もＴポイント付与率が高く、さらに特定加盟店でのご利用でポイントアップ特典を受けられる「Ｔカード

プラス ＰＲＥＭＩＵＭ」の発行を開始いたしました。2020年３月には１回払いでのカードショッピングご利用

分をあとから回数指定分割払いへ変更できるサービス「あとから分割」の取扱を開始いたしました。 

当セグメントにおける営業収益は24,529百万円（前連結会計年度は23,414百万円）、セグメント利益は1,050

百万円（同501百万円）となりました。 

 

③ ローン 

当セグメントにつきましては、住関連商品は厳格な与信運営のもと良質債権の積み上げに努めてまいりまし

た。また、お客さまの豊かな生活と我が国の住宅政策に貢献できる「社会貢献型ビジネス」の事業理念に基づく

商品としてリバースモーゲージ型住宅ローンの営業推進に取り組んでまいりました。2019年７月には人生100年

時代に対応した返済期間35年（最長）のリフォーム資金に特化した「リフォームローン ゆとりＲ35」の取扱を

開始いたしました。 

当セグメントにおける営業収益は7,772百万円（前連結会計年度は8,485百万円）、セグメント利益は2,444百

万円（同2,591百万円）となりました。 

 

④ ペイメント 

当セグメントにつきましては、口座振替やコンビニ決済等の集金代行サービスは安定した成長が続きました。

2019年12月には賃貸経営における入居者の審査から家賃の回収、督促までの賃貸管理業務や付帯費用を保証する

従来の家賃サービスに加えて、賃貸物件内で起きた入居者の孤独死等によって生じる空室期間中の逸失利益を補

償する退去保証プランを備えた家賃サービス「プラス」（Ｗ）の取扱を開始いたしました。 

当セグメントにおける営業収益は13,337百万円（前連結会計年度は11,860百万円）、セグメント利益は1,705

百万円（同2,110百万円）となりました。 

 

⑤ その他子会社 

当社子会社である全日信販株式会社につきましては、当社主要子会社の株式会社アプラスに吸収合併する方針

となっており、カードの新規募集は2015年度に停止し、ショッピングクレジットの新規申込受付につきましても

2017年度より株式会社アプラスへ集約いたしました。 

当セグメントにおける営業収益は2,260百万円（前連結会計年度は3,685百万円）、セグメント利益は108百万

円（同1,135百万円）となりました。 

（２） 当期の財政状態の概況 

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末比71,103百万円増加の1,515,396百万円となりまし

た。これは主として、割賦売掛金、信用保証割賦売掛金の増加によるものであります。 

負債は、前連結会計年度末比86,075百万円増加の1,449,828百万円となりました。これは主として、信用保証

買掛金、短期社債の増加によるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末比14,972百万円減少の65,568百万円となりました。これは主として、自己株式の

消却による資本剰余金、利益剰余金の減少によるものであります。 
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（３） 当期のキャッシュ・フローの概況 

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ64,162百万円減少

し、199,942百万円となりました。

営業活動の結果減少した資金は、24,049百万円（前連結会計年度は9,775百万円の減少）となりました。これ

は主として、売上債権の増加によるものであります。

投資活動の結果減少した資金は、3,067百万円（前連結会計年度は10,027百万円の減少）となりました。これ

は主として、無形固定資産の取得によるものであります。

財務活動の結果減少した資金は、37,044百万円（前連結会計年度は153,944百万円の増加）となりました。こ

れは主として、借入金等の減少によるものであります。

（４） 今後の見通し 

2020年度の見通しにつきましては、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う世界経済の下押しが当面続くことが

見込まれ、各国の大規模な経済政策による下支えが実施されているものの、経済・金融市場は大きく変動するリ

スクが想定されます。国内においては、政府の緊急事態宣言を受けた全国的な社会・経済活動の自粛により、消

費者心理の悪化や企業・労働者の休業による影響が想定され、予断の許さない経営環境が続くものと考えられま

す。

2020年度の業績につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大が業績に与える影響の不確実性が高く、現段

階においては一定の仮定を置かない限り合理的に算定することが困難であることから未定としております。 

今後、業績予想が可能となった時点で速やかに開示いたします。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、今後のＩＦＲＳ(国際財務報告基準)導入に関する動向を注視しつつ、適切に対応する体制の整備

に努めてまいります。 
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３．連結財務諸表及び主な注記

(1) 連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 251,644 186,854 

割賦売掛金 629,401 683,508 

信用保証割賦売掛金 388,629 473,539 

リース投資資産 14,238 24,581 

金銭の信託 106,780 99,560 

その他 43,553 43,510 

貸倒引当金 △30,392 △34,874 

流動資産合計 1,403,854 1,476,680 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,506 1,587 

土地 3,004 3,004 

その他（純額） 1,030 1,830 

有形固定資産合計 5,541 6,422 

無形固定資産    

ソフトウエア 23,212 22,469 

その他 0 － 

無形固定資産合計 23,212 22,469 

投資その他の資産    

投資有価証券 167 167 

退職給付に係る資産 4,000 2,860 

繰延税金資産 5,049 4,439 

その他 2,415 2,282 

投資その他の資産合計 11,633 9,750 

固定資産合計 40,387 38,642 

繰延資産    

社債発行費 51 73 

繰延資産合計 51 73 

資産合計 1,444,293 1,515,396 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 17,111 17,826 

信用保証買掛金 388,629 473,539 

短期社債 150,000 176,300 

1年内償還予定の社債 10,000 10,000 

短期借入金 124,500 106,500 

1年内返済予定の長期借入金 75,943 79,768 

リース債務 2,462 4,506 

未払法人税等 872 1,134 

賞与引当金 1,424 1,410 

預り金 100,914 104,570 

割賦利益繰延 30,195 31,671 

その他 4,893 5,912 

流動負債合計 906,946 1,013,140 

固定負債    

社債 20,000 20,000 

長期借入金 126,498 102,375 

長期債権流動化債務 290,772 286,729 

リース債務 11,776 20,074 

利息返還損失引当金 7,141 6,855 

退職給付に係る負債 176 52 

その他 440 601 

固定負債合計 456,806 436,688 

負債合計 1,363,752 1,449,828 

純資産の部    

株主資本    

資本金 15,000 15,000 

資本剰余金 9,572 3,730 

利益剰余金 55,567 47,212 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 80,140 65,942 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 － △0 

退職給付に係る調整累計額 400 △373 

その他の包括利益累計額合計 400 △373 

純資産合計 80,541 65,568 

負債純資産合計 1,444,293 1,515,396 
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(2) 連結損益及び包括利益計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

営業収益    

包括信用購入あっせん収益 20,298 21,285 

個別信用購入あっせん収益 10,797 11,268 

信用保証収益 17,562 18,184 

融資収益 13,337 12,325 

金融収益    

受取配当金 1,424 1,256 

その他 0 0 

金融収益合計 1,424 1,256 

その他の営業収益 13,134 14,574 

営業収益合計 76,555 78,895 

営業費用    

販売費及び一般管理費 70,953 71,323 

金融費用    

支払利息 2,543 2,654 

その他 271 293 

金融費用合計 2,814 2,947 

営業費用合計 73,767 74,271 

営業利益 2,788 4,623 

営業外収益    

受取精算金 26 － 

預り金取崩益 － 112 

雑収入 62 52 

営業外収益合計 89 164 

営業外費用    

固定資産除却損 3 317 

投資有価証券評価損 6 － 

雑損失 32 84 

営業外費用合計 42 401 

経常利益 2,834 4,386 

税金等調整前当期純利益 2,834 4,386 

法人税、住民税及び事業税 87 561 

法人税等調整額 262 953 

法人税等合計 350 1,515 

当期純利益 2,484 2,871 

（内訳）    

親会社株主に帰属する当期純利益 2,484 2,871 

非支配株主に帰属する当期純利益 － － 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2 △0 

退職給付に係る調整額 307 △774 

その他の包括利益合計 310 △774 

包括利益 2,795 2,096 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 2,795 2,096 

非支配株主に係る包括利益 － － 
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(3) 連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 15,000 24,652 53,083 △0 92,734 

当期変動額          

利益剰余金から資本剰
余金への振替   － －   － 

自己株式の消却   △15,079   15,079 － 

親会社株主に帰属する
当期純利益     2,484   2,484 

自己株式の取得       △15,079 △15,079 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）          

当期変動額合計 － △15,079 2,484 △0 △12,594 

当期末残高 15,000 9,572 55,567 △0 80,140 

 

         

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 

  その他有価証券
評価差額金 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括利益
累計額合計 

当期首残高 △2 93 90 92,824 

当期変動額        

利益剰余金から資本剰
余金への振替       － 

自己株式の消却       － 

親会社株主に帰属する
当期純利益       2,484 

自己株式の取得       △15,079 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 2 307 310 310 

当期変動額合計 2 307 310 △12,283 

当期末残高 － 400 400 80,541 
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当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 15,000 9,572 55,567 △0 80,140 

当期変動額          

利益剰余金から資本剰
余金への振替 

  11,227 △11,227   － 

自己株式の消却   △17,069   17,069 － 

親会社株主に帰属する
当期純利益 

    2,871   2,871 

自己株式の取得       △17,069 △17,069 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

         

当期変動額合計 － △5,842 △8,355 △0 △14,197 

当期末残高 15,000 3,730 47,212 △0 65,942 

 

         

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 

  その他有価証券
評価差額金 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括利益
累計額合計 

当期首残高 － 400 400 80,541 

当期変動額        

利益剰余金から資本剰
余金への振替 

      － 

自己株式の消却       － 

親会社株主に帰属する
当期純利益 

      2,871 

自己株式の取得       △17,069 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

△0 △774 △774 △774 

当期変動額合計 △0 △774 △774 △14,972 

当期末残高 △0 △373 △373 65,568 
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 2,834 4,386 

減価償却費 3,797 4,462 

のれん償却額 29 － 

固定資産除却損 3 317 

投資有価証券評価損益（△は益） 6 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △163 4,481 

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） 1,031 △286 

受取利息及び受取配当金 △1,424 △1,256 

支払利息 2,556 2,674 

売上債権の増減額（△は増加） △21,192 △40,599 

仕入債務の増減額（△は減少） 4,937 4,371 

その他 △925 △934 

小計 △8,508 △22,383 

利息及び配当金の受取額 1,424 1,256 

利息の支払額 △2,531 △2,702 

法人税等の支払額 △159 △220 

営業活動によるキャッシュ・フロー △9,775 △24,049 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △461 △1,113 

無形固定資産の取得による支出 △10,448 △1,657 

事業譲受による収入 1,982 － 

その他 △1,100 △297 

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,027 △3,067 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △38,800 △18,000 

短期社債の純増減額（△は減少） 7,300 26,300 

長期借入れによる収入 148,300 62,200 

長期借入金の返済による支出 △58,576 △82,498 

債権流動化による収入 137,476 101,774 

債権流動化の返済による支出 △34,691 △105,817 

リース債務の返済による支出 △1,941 △3,890 

社債の発行による収入 10,000 10,000 

社債の償還による支出 － △10,000 

自己株式の取得による支出 △15,079 △17,069 

その他 △43 △43 

財務活動によるキャッシュ・フロー 153,944 △37,044 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 134,141 △64,162 

現金及び現金同等物の期首残高 129,963 264,105 

現金及び現金同等物の期末残高 264,105 199,942 
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、分離された財務情報が入手可能な構成単位であり、最高経営責任者（ＣＥＯ）が、経営

資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、お客さまに提供する金融商品・サービス別のセグメントから構成されております。主要な子会社

である株式会社アプラスおよび株式会社アプラスパーソナルローンが行う事業を「ショッピングクレジット事業」、

「カード事業」、「ローン事業」および「ペイメント事業」に区分し、また、全日信販株式会社をはじめとするその

他の子会社を「その他子会社」として、これら５つを報告セグメントとしております。 

各セグメントの主な内容は以下のとおりであります。

「ショッピングクレジット事業」は、個別信用購入あっせん業務および信用保証業務、「カード事業」は、包括信

用購入あっせん業務およびクレジットカードを手段とした融資業務、「ローン事業」は、融資業務、「ペイメント事

業」は、集金代行業務であります。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における

記載と同一であります。

セグメント間の内部取引における取引価格は、第三者取引価格に基づいております。

なお、資産、負債については、事業セグメントごとの管理を行っておりません。

また、報告セグメントの算定上、減価償却費および支払利息は、一部について他の営業経費と合算した上で事業セ

グメントに配分しており、減価償却費、支払利息としては事業セグメントごとの把握・管理は行っておりません。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

連結損益

及び包括

利益計算

書計上額

（注）３ 

 

ショッピ

ングクレ

ジット 

カード ローン 
ペイメン

ト 

その他子

会社 
計 

営業収益                    

外部顧客への

売上高 
28,271 23,414 8,485 11,860 3,678 75,708 847 76,555 － 76,555 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

－ － － 0 7 7 － 7 △7 － 

計 28,271 23,414 8,485 11,860 3,685 75,715 847 76,562 △7 76,555 

セグメント利益

又は損失（△） 
3,366 501 2,591 2,110 1,135 9,703 △547 9,156 △6,368 2,788 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業および住宅ローン事

業を含んでおります。

２．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△6,368百万円には、セグメント間取引消去△14百万円、各報告セグメントに配

分していない調整額△6,354百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日） 

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

連結損益

及び包括

利益計算

書計上額

（注）３ 

 

ショッピ

ングクレ

ジット 

カード ローン 
ペイメン

ト 

その他子

会社 
計 

営業収益                    

外部顧客への

売上高 
30,229 24,529 7,772 13,337 2,255 78,122 773 78,895 － 78,895

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

－ － － 0 5 5 － 5 △5 － 

計 30,229 24,529 7,772 13,337 2,260 78,127 773 78,900 △5 78,895

セグメント利益

又は損失（△） 
2,989 1,050 2,444 1,705 108 8,296 △1,203 7,093 △2,470 4,623

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業および住宅ローン事

業を含んでおります。

２．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△2,470百万円には、セグメント間取引消去1百万円、各報告セグメントに配分し

ていない調整額△2,471百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

- 12 -

㈱アプラスフィナンシャル（8589）　2020年３月期決算短信



（１株当たり情報）

 
 

前連結会計年度
（自 2018年４月１日

    至 2019年３月31日）

当連結会計年度
（自 2019年４月１日

    至 2020年３月31日）

１株当たり純資産額 円 10.20 11.53

１株当たり当期純利益 円 1.63 1.88

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 円 0.79 1.05

（注）１．１株当たり純資産額の算定上の基礎とする純資産額は、連結貸借対照表の純資産合計額から優先株式の発行額

および優先株式の配当額を控除した額であります。

２．１株当たり当期純利益および潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は次のとおりであります。

 

 

前連結会計年度
（自 2018年４月１日
  至 2019年３月31日）

当連結会計年度
（自 2019年４月１日
  至 2020年３月31日）

１株当たり当期純利益            

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円   2,484    2,871 

普通株主に帰属しない金額 百万円   －    － 

普通株式に係る親会社株主に帰属す

る当期純利益
百万円   2,484    2,871 

期中平均株式数 千株   1,524,205    1,524,205 

             

潜在株式調整後１株当たり当期純利益            

親会社株主に帰属する当期純利益調

整額
百万円   －    － 

普通株式増加数 千株   1,616,378    1,218,401 

（うち第一回Ｂ種優先株式） 千株  ( 22,999 )  ( 23,809 )

（うちＤ種優先株式） 千株  ( 354,166 )  ( 57,092 )

（うちＨ種優先株式） 千株  ( 1,239,212 )  ( 1,137,500 )

 

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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